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浅
井
忠
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

か
ら
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
つ
い
て
学

び
、
ミ
レ
ー
や
コ
ロ
ー
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

こ
の
脂
系
と
黒
系
色
で
描
か
れ

た
作
品
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の

影
響
を
強
く
反
映
し
た
作
品
で
す
。

画
面
上
半
部
の
森
と
空
の
色
調
は
、

ま
さ
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
世
界

そ
の
ま
ま
で
す
。

浅
井
の
作
品
に
は
、
ほ
と
ん
ど

点
景
人
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
た
か
も
自
然
の
中
に
生
き
る
人

間
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
を
代
表

す
る
ミ
レ
ー
も
ま
た
、
同
じ
テ
ー

マ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
宗
教
性
を
表

現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
浅
井
が

描
く
人
物
は
、
ミ
レ
ー
に
比
べ
何

か
物
悲
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

人
間
は
大
自
然
の
中
に
存
在
す
る

小
さ
な
生
命
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

浅
井
は
、
自
ら
の
ア
ト
リ
エ
に

ミ
レ
ー
の
作
品
を
か
か
げ
、
バ
ル

ビ
ゾ
ン
村
を
訪
れ
、
ま
た

『
▲
日

の
四
つ
の
時
』

の
う
ち
の
昼
景
で

あ
る

「
昼
寝
」
を
模
写
す
る
な
ど

ミ
レ
ー
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
的
作
品
を
描
く
日
本

の
画
家
の
ひ
と
り
と
称
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。(

前
川
公
秀
)
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特別展

ミ

レ
ー
と
浅
井
忠
の

出
会

「
バ

ル

ビ
ゾ

ン

派
と

日
本

9
・
4

(
土
)

こ
の
展
覧
会
は
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
が
日
本
に
将
来
さ
れ
、
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
、
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
に
分
け
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

I

日
本
に
将
来
さ
れ
た
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
の
作
品

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
は
、
一
般
的

に
、
一
八
三
〇
年
か
ら
七
〇
年
頃

ま
で
、
印
象
派
の
登
場
す
る
前
に
、

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
プ
ロ
1
の
森
あ
る

い
は
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
周
辺
の
風
景

を
取
材
し
、
新
し
い
風
景
画
を
繭

拓
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
画
家
た

ち
の
総
称
で
、
後
世
名
付
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。
代
表
的
な
画
家
に

ミ
レ
ー
、
コ
ロ
1
、
ル
ソ
1
、
デ

ユ
プ
レ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
の
画
風
は
、
画
家
そ
れ
ぞ
れ

が
独
自
な
も
の
を
持
ち
多
様
で
す

が
、
ア
ト
リ
エ
で
の
画
面
の
構
成

以
上
に
、
戸
外
に
お
け
る
直
接
の

自
然
観
察
に
よ
る
油
彩
習
作
を
重

視
し
、
多
く
は
自
然
主
義
乃
至
自

然
主
義
的
写
実
主
義
と
評
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
バ
ル

ビ
ゾ
ン
派
の
中
心
的
画
家
九
人
の

作
品
五
十
三
点
を
展
示
し
ま
す
。

\l
〇
着

」

展

̃
川
・
‖

(
月
)

れ
ま
す
。

用
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
周
辺
の

画
家
た
ち

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
日
本
へ
の
将

来
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

の
画
風
の
流
れ
に
位
置
す
る
画
家

の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
フ
ォ
ン
タ
ネ

ー
ジ
は
、
明
治
九
年
新
設
さ
れ
た

エ
部
美
術
学
校
の
教
師
と
し
て
来

日
し
、
授
業
の
中
で
ミ
レ
1
や
コ

ロ
1
の
話
を
し
て
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

を
紹
介
し
ま
し
た
。
教
え
を
受
け

た
画
学
生
に
、
浅
井
忠
、
小
山
正

太
郎
、
松
岡
寿
な
ど
次
代
を
背
負

っ
た
画
家
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
浅
井
忠
は

最
も
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
影
響
を

受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
浅

井
は
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月
バ

ル
ビ
ゾ
ン
村
を
訪
れ
ミ
レ
ー
の
ア

ト
リ
エ
を
見
学
し
、
「
今
は
鎖
し

て
あ
る
ミ
レ
の
ア
ト
リ
エ
は
内
部

を
見
る
事
が
出
来
ぬ
、
村
の
入
口

に
あ
っ
て
実
に
つ
ま
ら
な
い
質
素

極
ま
る
四
角
な
家
だ
」

と
感
想
を

述
べ
、
ア
ト
リ
エ
の
ス
ケ
ッ
チ
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
ミ
レ
ー
や
ジ

フォンタネージ「水汲み場風景」

ミレー「ミルク缶に水を注ぐ女」

こ
の
他
、
バ
ル
ビ
ゾ

ン
町
立
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
美
術
館
と
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
プ
ロ
1
市
役

所
の
作
品
が
特
別
出

品
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

の
将
来
と
受
容

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

は
、
さ
ら
に
三
つ
の

コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ

●

コロー「小さな水門のある草原」

ヤ
ツ
ク
の
作
品
の
模
写
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
1
で
は
、
フ
ォ

ン
タ
ネ
ー
ジ
を
中
心
に
、

ラ
ヴ
ィ
工
や
浅
井
思
、
高

橋
由
一
な
ど
、
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
受
容
に
活
躍
し
た

一
〇
作
家
二
十
八
点
を
展

示
し
ま
す
。

㈲
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品

を
模
写
し
た
日
本
の
画
家

た
ち明

治
二
〇
年
後
半
に
は
、

「
美
術
新
報
」
を
は
じ
め

と
す
る
雑
誌
に
、
バ
ル
ビ

●

ゾ
ン
派
に
関
す
る
図
版
、
画
論
、

評
伝
な
ど
が
次
々
に
掲
載
さ
れ
、

ミ
レ
ー
の
画
集
や
伝
記
も
相
次
い

で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
が
日

本
に
広
く
浸
透
す
る
に
伴
い
、
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
に
絵
画
的
も
し
く
は

精
神
的
な
魅
力
や
価
値
を
見
出
す

画
家
も
多
く
な
り
、
渡
欧
し
た
画

家
た
ち
に
よ
り
、
ま
た
日
本
に
留

ま
っ
て
い
た
画
家
た
ち
に
よ
っ
て

も
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
が
頻

繁
に
模
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
作
品
の
模
写

は
、
同
派
の
理
解
の
た
め
に
非
常

に
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
ば
か
り

で
は
な
く
、
特
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ま
た
画
集
や
美
術
雑
誌
の

写
真
図
版
も
質
の
悪
い
も
の
で
あ

っ
た
当
時
に
お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
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ル
作
品
に
代
わ
り
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
視
点
か
ら
、
こ
こ

で
は
浅
井
を
は
じ
め
高
橋
由
一
、

原
田
直
次
郎
、
鹿
子
木
孟
邸
な
ど

十
一
作
家
の
模
写
作
品
十
四
点
を

紹
介
し
ま
す
。

㈲
バ
ル
ビ
ゾ
ン
近
郊
グ
レ
ー
を
描

い
た
日
本
の
画
家
た
ち

一
八
七
〇
年
頃
に
な
る
と
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
に
代

わ
り
グ
レ
1
村
が
画
家
の
コ
ロ
ニ

ー
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
ま
す
。

グ
レ
ー
村
は
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

プ
ロ
1
の
森
の
南
端
に
位
置
し
、

ロ
ワ
ン
河
の
畔
に
あ
る
小
村
落
で
、

森
の
北
西
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
が
あ

り
ま
す
。
明
治
二
十
三
年
、
日
本

人
画
家
と
し
て
初
め
て
黒
田
清
輝
、

久
米
桂
一
郎
、
河
北
道
介
が
訪
れ

て
か
ら
、
浅
井
や
和
田
英
作
、
児

島
虎
次
郎
ら
が
滞
在
し
、
▲
時
期

に
は
日
本
の
画
家
た
ち
の
聖
地
的

な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

黒
田
が
訪
村
し
た
時
点
で
、
グ
レ

1
で
の
傾
向
は
外
光
派
乃
至
印
象

派
の
表
現
手
法
が
主
流
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
日
本
の
画
家
た
ち
も
、

そ
の
よ
う
な
手
法
を
身
に
付
け
、

各
者
各
様
の
画
風
形
成
を
成
し
て

い
ま
す
。
と
は
言
え
、
グ
レ
ー
で

の
活
動
は
、
「
後
期
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
」

と
も
称
す
る
こ
と
が
で
き
、

彼
ら
と
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
の
関
係

●

と
い
う
テ
ー
マ
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
五
作
家
十
一
点

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な
お
本
展
は
、
山
梨
県
立
美
術

館
、
福
島
県
立
美
術
館
と
本
館
と

の
三
館
に
よ
る
共
同
企
画
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

(
前
川
公
秀
)

★
開
館
時
間

午
前
九
時
̃
午
後
四
時
三
十
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館

(
た
だ
し
、
十
月
十

一
日
は
開
館
)

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)

高
・

大
学
生
三
〇
〇
円

(
二
〇
〇
円
)

小
・
中
学
生
二
〇
〇
円

(
七
〇
円
)

(

)

内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体

料
金

●

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
2
 
3

秋

山

逸

生

辰

口
・
2
 
0

(
土
)

̃
1
 
2
・
2
 
4

(
金
)

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
は
、

郷
土
に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
居
住

し
て
、
近
代
日
本
の
美
術
界
に
お

い
て
活
躍
し
、
貢
献
し
た
美
術
家

た
ち
の
再
発
見
と
顕
彰
を
め
ざ
し

て
開
催
さ
れ
る
企
画
展
で
す
。
今

年
度
は
、
そ
の
第
二
十
三
回
展
と

し
て
、
工
芸
家
秋
山
逸
生
に
焦
点

黒田清輝「グレーの水車場」

を
あ
て
て
開
催
し
ま
す
。

秋
山
逸
生

(
あ
き
や
ま

せ
い
)

は
、
明
治
三
十
四

年
、
東
京
市
南
葛
飾
郡
隅

田
村
(
現
東
京
都
墨
田
区
)

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
正

七
年
か
ら
十
四
年
ま
で
島

田
逸
山
に
師
事
し
て
芝
山

象
散

(
下
総
国
・
芝
山
出

身
の
大
野
木
尊
厳
が
考
案

し
た
象
巌
技
法
)

の
技
術

い
っ

昭
和
十
七
年
、
第
五
回
文
部
省
美

術
展
覧
会

(
新
文
展
)

に

「
銀
線

文
象
巌
笛
」

を
初
出
品
し
て
入
選

し
た
こ
と
は
本
格
的
な
作
家
活
動

を
始
め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

秋
山
逸
生
は
、
芝
山
象
蕨
、
木

画
お
よ
び
彫
金
の
技
法
を
駆
使
し

て
彼
独
白
の

「
木
象
蕨
」

の
世
界

を
つ
く
り
あ
げ
、
昭
和
三
十
六
年

の
第
四
回
日
展
に

「
金
銀
木
回
答
」

(市I i i市広報公聴課提供)

展
に
出
品
し
た

「
輪
華
文
縞
黒
檀

印
箱
」

は
N
H
K
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
既
に
八

十
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼

は
大
和
古
寺
の
仏
像
や
宝
冠
な
ど

の
荘
厳
さ
、
律
動
感
に
心
を
打
た

れ
、
ま
す
ま
す
制
作
に
打
ち
込
み

ま
し
た
。
そ
の
精
進
が
認
め
ら
れ

昭
和
六
十
二
年
、
「
木
象
巌
」

の

技
法
で
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者

(
人
間
国
宝
)

に
認
定
さ
れ
、

翌
六
十
三
年
五
月
の
第
二
十
三
回

人
間
国
宝
新
作
展
に
は

「
松
毯
木

家
族
寮
」
を
出
品
し
ま
し
た
が
、

こ
の
展
覧
会
終
了
後
の
五
月
二
十

二
日
、
急
逝
し
ま
し
た
。

本
属
は
、
秋
山
逸
生
の
初
期
の

作
品
か
ら
、
木
家
族
の
技
法
を
用

い
高
雅
で
気
品
あ
る
作
風
を
確
立

し
た
晩
年
に
至
る
ま
で
の
約
五
十

点
の
作
品
、
及
び
関
係
資
料
な
ど

を
展
示
し
、
そ
の
芸
術
を
回
顧
し

ま
す
。

(
大
久
保

守
)

を
習
得
し
、
大
正
十
一
年
に
は
師

と
と
も
に
千
葉
県
・
市
川
町

(
現

市
川
市
)

に
移
り
住
み
、
制
作
に

励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
兄
鍼

次
郎
か
ら
木
画

(
彩
色
し
た
木
な

ど
を
象
接
し
て
絵
画
の
よ
う
に
表

現
す
る
技
法
)

の
技
術
を
習
い
、

ま
た
彫
金
家
桂
光
春
か
ら
は
彫
金

技
法
を
学
び
ま
し
た
。
昭
和
十
五

年
に
は
日
本
彫
金
会
会
員
と
な
り
、

を
出
品
、
そ
の
後
昭
和
四
十
年
か

ら
は
伝
統
工
芸
新
作
展
に
毎
年
出

品
を
続
け
、
さ
ら
に
日
本
伝
統
工

芸
展
に
も
出
品
し
、
精
巧
な
象
散

技
法
に
よ
っ
て
幾
何
学
的
連
続
文

様
を
蕨
大
し
た
彼
の
作
品
は
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
、
日
本
工

芸
会
の
正
会
員
と
な
り
、
五
十
六

年
の
第
二
十
八
回
日
本
伝
統
工
芸

「蝶具象嶺箱」
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常
設
収
蔵
作
品
展

常
設
収
蔵
作
品
展
で
は
、
一
つ

の
柱
と
し
て
「
房
総
と
近
代
美
術
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
本
館
の
代

表
的
な
作
品
や
鑑
賞
の
要
望
の
高

い
作
品
を
展
覧
し
て
い
ま
す
。
本

テ
ー
マ
に
お
い
て
は
Ⅱ
期
後
期
(
%

-
党
)

で
、
浅
井
忠
が
西
洋
画
の

研
究
の
た
め
、
文
部
省
よ
り
派
遣

さ
れ
た
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
約
二

年
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
代
の
活
動

に
焦
点
を
あ
て
、
浅
井
が
滞
欧
中

に
描
い
た

「
欧
州
風
景
」
、
「
農

婦
」

な
ど
の
作
品
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
等
の
関
係
資
料
を
は
じ
め
、

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
に
刺
激
を
受
け

は
じ
め
た
図
案
、
さ
ら
に
は
、
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
の
コ
ロ
ー
の

「
ナ
ポ

リ
近
郊
の
思
い
出
」

や
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
の

「
十

月
、
牧
場
の
夕

べ
」

な
ど
の
作

品
、
滞
欧
中
に

浅
井
と
交
友
の

あ
っ
た
和
田
英

作
と
塚
本
靖
の

作
品
、
併
せ
て

約
五
十
点
を
展

示
し
ま
す
。

浅井忠「京都高等工芸学校の庭」

帯
十
七
回

千
葉
県
移
動
美
術
館

第
籍
緩
翳
せ

十
二
月
四
日
か
ら
三
月
二
十
七

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
Ⅲ
期
で
は
金

工
に
焦
点
を
あ
て
前
期

(
労
̃
米
)

・
中
期

(
%
-
※
)
・
後
期

(
%

̃
※
)

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

前
期
と
中
期
の
間
に
一
部
作
品
の

展
示
替
え
を
行
い
、
前
期
を
金
工

1
、
中
期
、
後
期
を
金
工
2
と
し

て
近
代
金
工
史
に
足
跡
を
残
し
た

作
家
を
紹
介
し
ま
す
。
主
な
出
品

作
品
は
香
取
秀
真
「
鳩
香
炉
」
、

津
田
信
夫
「
北
辺
夜
猫
子
」
、
信

田
洋
「
銀
壷

(
花
ひ
ら
く
)

」
、

山
室
百
世
「
鋳
鋼
草
花
置
物
」

な

ど
で
す
。

さ
ら
に
、
後
期
で
は
金
工
の
ほ

か
浅
井
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国

し
た
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)

か

ら
明
治
四
十
年

(
一
九
〇
巳
)

に
死
去

す
る
ま
で
の
京
都
時
代
の
活
動
に

焦
点
を
あ
て
た
展
示
も
併
せ
て
開

催
し
ま
す
。
浅
井
の
日
本
画
、
洋

画
、
工
芸
な
ど
の
作
品
や
関
係
資

●

料
の
他
、
浅
井
が
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
聖
議
院
洋
画
研
究
所
、
関
西

美
術
院
な
ど
の
同
僚
や
教
え
子
の

作
品
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
主

な
展
示
作
品
と
し
て
、
浅
井
忠
「
京

都
高
等
工
芸
学
校
の
庭
」

「
婦
人

像
」
、
梅
原
龍
三
郎

「
竹
窓
読
書

図
」
、
安
井
曽
太
郎
「
熱
海
附
近
」

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「
房
総
と
近
代
美

術
」

と
は
別
に
、
モ
チ
ー
フ
に
焦

点
を
あ
て
た
テ
ー
マ
展
示
を
中
期

・
後
期
を
と
お
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
テ
ー
マ
展
示
で
は
、
女

性
の
様
々
な
姿
を
描
き
出
し
た
作

品

「
女
性
の
表
現
」
を
開
催
し
ま

す
。
主
な
展
示
作
品
と
し
て
日
本

画
で
は
横
尾
芳
月

「
夕
粧
」
、
洋

画
で
は
ル
ノ
ワ
ー
ル

「
少
女
像
」
、

黒
田
重
太
郎
「
女
と
小
犬
」
、
中

西
利
雄
「
四
人
の
女
」

な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

千
葉
県
移
動
美
術
館
は
、
昭
和

五
十
二
年
か
ら
始
ま
り
、
当
美
術

館
が
収
蔵
す
る
作
品
を
、
広
範
な

千
葉
県
の
各
市
町
村
に
巡
回
展
示

し
、
優
れ
た
美
術
作
品
に
ふ
れ
る

機
会
を
作
っ
た
も
の
で
す
。
本
年

度
は
長
生
郡
睦
沢
町
と
香
取
郡
山

田
町
を
会
場
に
行
い
ま
す
。

お
も
な
展
示
作
品
は
、
日
本
画

で
は
高
取
風
堂

「
夕
」
、
洋
画
は

浅
井
忠
の

「
老
母
像
」
今
関
啓
司

「
浅
春
山
路
」

円
城
寺
昇

「
岩
」

菅
谷
元
三
郎
「
沼
風
景
」
、
彫
刻

は
大
川
遣
一
「
聖
観
音
」
、
工
芸

で
は
香
取
秀
真

「
笑
獅
子
香
炉
」

津
田
信
夫

「
鳳
翔
薫
炉
」
、
書
の

小
安
花
耶

「
バ
イ
ロ
ン
の
言
葉
」

鈴
木
方
鶴
「
一
笑
千
山
青
」

な
ど

日
本
の
代
表
的
な
作
家
を
は
じ
め
、

開
催
会
場
と
な
る
市
町
村
の
出
身

作
家
や
ゆ
か
り
の
深
い
作
家
を
中

心
に
構
成
し
て
い
ま
す
。
会
場
及

び
会
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
場

睦
沢
ゆ
う
あ
い
館

睦
沢
町
上
之
郷
一
六
五
四
-

会
期

十
一
月
十
七
日

(
水
)

三
十
日

(
火
)

会
場

山
田
町
公
民
館

山
田
町
長
岡
二
二
〇
三
-
二

会
期

十
二
月
三
日

(
金
)
-

十
六
日

(
木
)

●

こ
の
展
覧
会
は
、
「
2
1
世
紀
の

飛
躍
」

を
テ
ー
マ
に
、
具
象
作
家

に
作
品
発
表
の
場
を
提
供
し
、
現

代
の
具
象
彫
刻
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
親
し
み
や

す
い
具
象
彫
刻
作
品
を
通
し
て
、

県
民
の
心
に
う
る
お
い
と
豊
か
さ

を
育
む
機
会
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
す
。

▼
応
募
資
格
…
国
籍
、
経
歴
、
年

齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
作
品
・
規
格
…
平
成
三
年

十
二
月
以
降
に
制
作
さ
れ
た
具

象
的
な
彫
刻
作
品
。
素
材
不
問
。

た
だ
し
、
展
示
可
能
な
も
の
。

幅
1
・
8
m
以
内
、
奥
行
き
1
・
8
m
以

内
、
高
さ
2
 
・
 
O
m
以
内
、
総
重
量

2
・
0
ト
ン
以
内
。
(
台
座
を
含
む
)

▼
作
品
搬
入
口
…
平
成
五
年
十
二

月
十
一
日
(
土
)
・
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時
̃
午
後
四
時

▼
入
賞
・
入
選
…
大
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
、
入
選
約
六
十
点

▼
授
賞
式
…
平
成
六
年
二
月
四
日

(
金
)

午
後
二
時

県
立
美

術
館
講
堂

▼
会
期
…
平
成
六
年
二
月
五
日

(
土
)

̃
二
十
七
日

(
口
)

▼
会
場
…
県
立
美
術
館

◎
詳
細
は県

立
美
術
館
学
芸
課
ま
で



か
た
る
・
つ
く
る

私

の

う

た

作
品
『
朝
』

『
花
の
国
の
母
神
』
よ
り

長
谷
川

昂

朝
ひ
と
か
た
ま
り
の
彫
材
か
ら

も
う
一
つ
の
か
た
ま
り
を

刻
み
分
け
よ
う
と
す
る

私
の
力
に
抗
し
て

彫
材
は

互
に
引
き
合
っ
て
い

る二
つ
の
か
た
ま
り
の
間
に
出
来

た空
間
の
緊
迫
が

私
の
感
情
を
ゆ
さ
ぶ
り

私
の
小
さ
な
魂
を
そ
こ
へ
誘
う

出
た
り

は
い
っ
た
り
.

遊
ぶ
私
の
魂
が

みる・かたる・つくる

光
を

見

た

木
彫
の
場
合
、
彫
材
は
単
な
る

物
質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
百
年

か
地
上
に
あ
っ
て
、
人
間
と
同
じ

様
に
、
色
々
の
悩
み
に
堪
え
て
生

長
し
て
来
ま
し
た
。

悩
み
の
中
か
ら
美
が
生
ま
れ
る

と
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
木

や
草
な
の
で
す
。
い
く
ら
眺
め
て

い
て
も
、
見
あ
き
る
事
の
な
い
魅

力
を
彫
材
は
持
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
大
事
に

し
な
が
ら
、
樹
霊
の
ゆ
る
し
て
く

れ
る
限
り
、
私
の
切
実
な
心
を
う

っ
た
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

花
の
国
の
母
神

地
球
が
、
人
間
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
事
は
、
誰
で
も
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
人
間
が
、
意
の
ま
ま

に
振
る
ま
っ
て
も
、
心
痛
む
事
の

少
な
い
の
は
、
馴
れ
て
し
ま
っ
て

感
じ
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
樹
木
は
、
あ
ら
ゆ
る

生
物
に
公
平
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま

す
。
春
、
花
の
盛
り
に
は
、
蜜
を
、

秋
は
、
見
事
な
実
り
を
、
人
間
以

外
の
小
動
物
に
も
振
る
ま
っ
て
、

「花の国の母神」

互
い
に
助
け
合
っ
て
、
心
を
通
わ

せ
て
い
ま
す
。
花
の
春
、
多
く
の

植
物
の
実
り
を
助
け
て
い
る
の
は
、

蝶
や
蜂
、
そ
の
中
で
も
、
蜜
蜂
の

働
き
に
は
、
人
間
ま
で
そ
の
恩
恵

に
浴
し
て
来
ま
し
た
。
五
千
年
の

歴
史
の
示
す
処
で
す
。
で
も
、
未

だ
、
神
様
に
は
な
っ
て
い
な
い
と

聞
い
て
、
彫
材
に
讃
意
を
求
め
た

の
が
、
花
の
国
の
母
神
で
す
。

私
の
う
た

点そ
れ
は

自
然
の
心

物
の
心

私
の
心

線そ
れ
は

心
の
軌
跡

面そ
れ
は

心
の
合
唱

錐
は

素
材
に

自
ら
を
打
ち

あ
て

心
の
合
唱
を
か
な
で

私
の
う
た
を
作
る

(
彫
刻
家
)

◇
美
術
講
演
会
◇

特
別
展

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
日

本
」
展
の
開
催
期
間
中
に
ひ
ら
く

二
つ
の
講
演
会
を
御
案
内
し
ま
す
。

日
時

九
月
十
八
日
㈲
午
後
二
時

演
題

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
自
然
」

講
師

馬
渕
明
子
氏

(
日
本
女
子

大
学
助
教
授
)

日
時

十
月
二
日
㈲
午
後
二
時

演
題

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
日
本

の
画
家
た
ち
」

講
師

原
田
平
作
氏

(
大
阪
大
学

教
授
)

※
い
ず
れ
も
会
場
は
本
館
講
堂
で

参
加
者
数
は
二
〇
〇
人
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
聴
講
料
は
無

料
で
当
日
先
着
順
で
す
。

◇
ミ
ュ
⊥
ン
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
◇

=
自
然
の
調
べ
と
名
曲
へ
の
招
待
=

日
時

九
月
二
十
五
日

(
上
)

午
後
二
時
̃
三
時
三
十
分

主
催

(
財
)

千
葉
県
社
会
教
育

施
設
管
理
財
団

演
奏
者

(
七
名
)

フ
ル
ー
ト

赤
木
り
え
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン

本
庄
篤
子
、
チ
ェ
ン

バ
ロ

戸
室
尚
子
、
そ
の
他
二
王

ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
千
葉
の
メ
ン
バ
ー

演
奏
は
二
部
構
成
で
第
一
部
で

は
、
特
別
展
「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と

日
本
」
展
に
関
連
し
て
、
自
然
を

描
い
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
自
然
に
因
む
曲
四

曲
を
演
奏
。
第
二
部
で
は
バ
ロ
ッ

ク
音
楽
の
中
か
ら
名
曲
五
曲
を
演

奏
。
主
な
曲
目
は
次
の
通
り
。

(
第
一
部

自
然
に
寄
せ
て
)

パ
ス
ト
ラ
ル
:
ン
ン
フ
ォ
ニ
1

(
田
園
風
序
曲
)

(
ヘ
ン
デ
ル
)

/
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ

「
忠
実
な
羊

飼
い
」

(
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
)

/

精
霊
の
踊
り

(
グ
ル
ッ
ク
)

な
ど

(
第
二
部

バ
ロ
ッ
ク
の
名
曲
)

G
線
上
の
ア
リ
ア

(
バ
ッ
ハ
)

/
コ
ラ
ー
ル

「
主
よ
人
の
望
み
の

喜
び
よ
」

(
バ
ッ
ハ
)

な
ど

会
場

県
立
美
術
館
講
堂

定
員

二
〇
〇
名

料
金

無
料

◎
中
込
方
法

往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
及
び

「
コ
ン
サ
ー
ト
希
望
」

を
明
記
し
て
美
術
館
あ
て
に
、
九

月
十
二
日

(
上
)

必
着
。
(
▲
通

に
つ
き
一
名
記
載
)

定
員
を
こ
え

た
場
合
は
抽
選
。



みる・かたる・つくる

ご
あ
ん
な
い

実
技
講
座
(
9
月
以
降
)

情
報
資
料
室
だ
よ
り

◆
彫
刻
講
座

木
を
素
材
に
、
人
物
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
、
用
具
の
取
り
扱
い
方

を
は
じ
め
、
立
体
の
表
現
方
法
を

学
習
し
ま
す
。

会
期

1
0
月
1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
2
・

2
3
・
2
4
・
2
6
・
2
7
・

2
9
・
0
0
・
3
1
・

Ⅱ
月
2
日

講
師

渋
谷
三
朗
氏

定
員

1
5
名

締
切

1
0
月
5
日

(
火
)

◆
陶
芸
講
座

(
2
)

陶
磁
器
の
見
方
や
、
用
具
の
取

り
扱
い
方
、
和
薬
の
調
合
、
焼
成

の
方
法
な
ど
を
、
茶
碗
、
花
器
な

ど
の
制
作
を
通
し
て
学
習
し
ま
す
。

会
期

Ⅱ
月
9
・
1
0
・
Ⅱ
・
1
2
・

1
3
・
1
4

1
2
月
3
・
8
・
1
6
日

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

3
0
名

締
切

1
0
月
2
6
日

(
火
)

◆
洋
画
講
座

(
2
)

人
物
と
静
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、

油
彩
画
の
幅
広
い
表
現
方
法
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

座講画洋

◆
金
工
講
座

鋼
板
を
素
材
と
し
て
、
レ
リ
ー

フ
の
技
法
で
鍍
金
の
基
礎
を
学
習

し
ま
す
。

会
期

1
月
2
5
・
2
6
・
2
7
・
2
8
・

2
9
・

2
日
‥
l
・
2
・
3
・
5
・

6
・
8
・
9
日

講
師

小
林
正
利
氏

定
員

1
5
名

締
切

1
月
u
日

(
火
)

会
期

Ⅱ
月
Ⅱ
・
1
 
2

1
 
9
・
2
0

1
7
・
1
8

2
1
・
2
3

2
4
・
2
5
日

講
師

松
沢
茂
雄
氏

定
員

訓
名

締
切

1
0
月
2
8
日

(
木
)

◆
書
芸
講
座

漢
字
の
臨
書
を
テ
ー
マ
と
し
て

書
の
見
方
や
歴
史
を
学
び
な
が
ら

幅
広
い
表
現
方
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

会
期

Ⅱ
月
0
0
・

1
2
月
1
・
2
日

講
師

中
村
象
閣
氏

定
員

2
5
名

締
切

u
月
1
6
日

(
火
)●

《
申
込
方
法
)

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
美
術
館
普
及
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
御
了
承

く
だ
さ
い
。

●
今
年
度
、
左
記
の
図
書
を
新
た

に
購
入
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
御
利
用

く
だ
さ
い
。

△
作
品
集

高
澤
高
給
作
品
集

小
川
瓦
木
作

品
集

長
谷
川
潔
版
画
作
品
集

上
野
誠
全
版
画
集

岸
田
劉
生
装

順
画
集

野
間
仁
根
画
集

牧
野

虎
雄
画
集

木
内
克
作
品
集

中

村
葬
作
品
集

元
水
足
正
作
品
集

松
岡
映
丘
画
集

自
選
安
田
敦

彦
画
集

パ
ウ
ル
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ

ッ
ヒ
版
画
作
品
集

ウ
イ
リ
ア
ム

・
モ
リ
ス

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ

リ
ア
・
ミ
ユ
シ
ャ

彫
刻
の
あ
る

風
景

ほ
か

△
研
究
書
・
評
論
集

近
代
日
本
美
術
の
研
究

日
本
銅

版
画
志

日
本
版
画
変
遷
史

京

都
に
於
け
る
日
本
画
史

プ
ロ
レ

タ
リ
ア
絵
画
論

日
本
近
代
美
術

事
件
史

岸
田
劉
生
-
椿
貞
雄
の

回
想
か
ら

劉
生
絵
日
記

(
全
3

巻
)

木
村
荘
八
全
集

(
全
8
巻
)

老
画
家
の
一
生

(
上
・
下
)

藤

川
勇
造
ノ
ー
ト

高
村
豊
周
文
集

Ⅱ

日
本
美
術
作
品
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
典

(
絵
画
篇
・
浮
世
絵
)

漢
詩
名
句
辞
典

定
本
墓
場
必
携

集
成

(
全
5
巻
)

日
本
国
宝
事

典

(
工
芸
・
技
術
編
)

ほ
か

●

△
美
術
雑
誌

生
活
美
術

(
全
2
7
冊
揃
)

造
形

芸
術

(
2
0
冊
)

●
特
別
展
関
連
図
書
の
御
案
内

特
別
展

「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
日

本
」
展
に
関
連
し
て
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
の
画
家
た
ち
の
資
料
を
御
覧
頂

け
ま
す
。

ミ
レ
ー
画
集

バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
画

家
た
ち

ミ
レ
ー
(
名
作
…
還
)

ク
ー
ル
ベ
・
ミ
レ
ー
・
コ
ロ
ー

世
界
の
名
画
4

(
ク
ー
ル
ベ
と
写

実
主
義
)

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー

ズ

(
コ
ロ
ー
)

新
潮
美
術
文
庫

(
コ
ロ
ー
・
ミ
レ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
)

ほ
か

●
開
室
口

火
-
金

(
祝
日
を
除

く
)

1
2
時
5
0
分
̃
4
時
5
0
分

ー
6

-

く交通案内〉

● J R総武線「干葉駅」よI)「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩l分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分


